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いままでにl氾故されている Endothia 民菌には，クリの胴桔病菌 Endothia ρarasitica (MU!n(.) P. 

.巴t H. W. AXDJo: I(何百をふくめて 8 種があるつしかし，わが国ではこの属に関する報文はすくなく，原

が Endothia 属菌の 1 種判を，南部， 卜蔵，辻が Elldothia 仰rasitica を報告したのにつづいて，北烏

の報告があるのみであるの北島はわが国に産する Elldothia ρarasitica およびその頴似菌の病原性，生1型

的諸性質などの比較研究をおこなったが， 類似琶の種名 l土同定しないまま，かりに Endothia B および

Endothia C とするにとどめてL 、る ο

著者らはここ数作来， El1dothia μrasitica をとりあっかうカイこわら，そのほかの Endothia 属国の凝

集にもあたってきたが，現在までに新種 2菌をふくめて 7 種の菌を採集しているので，以下に著者らの民

集した菌をいままでの ii'己紋とくらべながらかんたんにのべるの

Endothi，α 属の特徴および検索表

Endothia 属は 1849 年に FIW，，，が Sphael'ia 属から分けてあたらしくもうけた民て也あるが， 彼の氾

載はきわめてかんたんなものであったコくわえて，そのごながし、あいだ，この属の菌の 2 ， 3 の種のあい

だに複来'ff な種名の混乱がくり力、えされていたが， 1917 年 SUEλ 1:らはくわしい研究と調査の結果， その

混乱を整浬して Endothia h誌のモノグラフを発炎し，それとともにこの属の特徴のくわしい刊1依をおこな

った。

Endothia 属の特徴は，子座がよく発注し ， W1子殻，子のう殻とも子gj6の内部につくられることと， 子

座が鮮明な11'l.色， tlli立色， :ß'i:色，位紅色を呈することであるが，その一般的な形態をのべると次のとおり

である J

Endothia Jif¥ (E. FHIEf', 1849) 

子座は枝または幹ìこ生じ，はじめ樹皮下に生ずるがのち表皮を破り庇状ないし半球状の隆起となる。そ

の形，大きさにはかなりの変異があるコ散生，群生または列生(寄主， 樹皮の状態によりことなるつ ク

リ， ミ、グナラなどの樹皮にわれ目のおおい樹種ではわれ自に列生することがおおい)0子座の表面は黄色，

授黄色，燈色， l'登紅色を呈し，内部l土鮮黄色ないし緋色を呈する c 子嚢殻およひ、柄子襲[土子座の内部に生

ずる。子嚢設は子座の底部に 1~数層に不規則iこならんで生じ，成熟すれば黒い殻壁をつくり子座をっき

ぬけて表面に手蹟状に孔口をひらく長い頚をもっ 3 子嚢l土こん棒状.長楕円形ないし長紡すい形，なかに 8

(1) 保護部樹病科樹病研究室員 (2) 釜淵分場長(元樹病研究室長〕・農学博士
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個の子嚢胞子をふくむ。子襲11包子は円筒形，楕円形，紡すい形あるいは新月形に脅曲する 1 単胞(時に偽

隔膜をつくる)または 2 胞で無色ないし淡黄色。ふつう 11m糸をもたなし、。柄子殻は樹皮の下にできる場合

には子座のなかに 1~数個の不規則形のIJ、室として生じ，露出した付'の表面に主主ずる場合には子座をとも

なわず，球形で裸坐するつ柄胞子l工学1)包，円筒形ないし I1号詰形，塊では淡黄色ないし淡潟色。

Endothia 属菌の寄主はおもに殻斗科の植物(ナラをfj，クリ，プナなど〕であるが，殻斗科のほかにさ

らにカエデ類，シデ類，ウルシ:出，クルミ類に寄主をもっ種 (E. ρarasitica， E. fluens) もあるつ また

殻斗科には発見されずユ{カリ却やマンゴ{を寄主とする種 (E. havanens is) , あるいは Coccolobis

(タデ科，中南米産果関〉の果実に発見された種 (E. Coccolobii) もある。

Endothia 属菌のなかて、はクリに激しい病原性をもっ E. ρarωitica をのぞいて，ほかの種はほとんど

病原性をもたないかあってもきわめて弱いようである o E. þarasitica においても， グリ以外の寄主にた

いしては病原l陛は~8 \r 、

SHEAlt らは 1917 年に発表した報告において Endothia 民菌を建玉虫し 1 新種をくわえて 6 種とした

が，そのご BIlUSEH ， VrZIOI，lIによってそれぞれ新種が記載され，また著者らもまえにのベたように 2

種の新種をえているので，現在 Endothia 属菌は 10 種になった。これらの種の検索表をつぎにしめす。

Endothi，α 属菌の検索表

1. 子嚢胞子は羊JI包)

A. 子嚢設はふつう 1 子座内に ]00 以上生ずる。 子裂は 18~35x3~5.5μc 子~Il包子は新月形，

(5.5-)7~lD( ー 11) x (0.7 ー)1. 5~2.5( -3)μ.. .... .. .... .. .. .... .. .. . .. . . .E. singulm'is 

B. 子奨設は 1 子E区内に 25~50 個を生ずコ子嚢は 25~3Dx6~7μ。子嚢胞子は円筒形または轡出1す

るに時に偽隔膜を生ずる、 (7 ー )7.5~10( ー 11)X2~2.5( -3)μ . . .. . . . . . . . . . . (E. gyrosa)*' 

2. 子嚢胞子は 2 山。子襲殻のl頁端に 2 つの粒状物Jをもっつ

A. 子葉胞子l土問膜;1j\でくびれない。

a. 子嚢は 25~35x 5~7 v 0 子喪胞子は (6ー )7~7.5( -8. 5) X 3~3.5( -4)fL c 

(E. longirostris) 

b. 子嚢毅は 1 子庄内に 2~5 個を生ず。 子~I~は 3J~幻 x4~6μ 。 子襲胞子は 5.5~8x 1. 8~

2.7μ 。 COëcolobis のみに記録されているつ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ .. .. (E. Coccolobii) 

C. 子嚢授は 1 子庭内に 10~25 簡を生ず二子宣言は 3)~40X 5. 5~8μ 。 子襲胞子は (6 ー )5.5~9

(-10)x(2.5-)3~4( -4.5)μ{ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・ ・・ ・・・・ . . .. E. fllt~ns 

d. 子(flli iJ;廷は 1 子座にふつう 20 (lhl内外v 子嚢は 40~53x5.5~3.5μ 、子'i11i 1)包子は (7.5 ー )8~11

(-12.5)x(3ー )4~4.5( -5)μ0 ・・・・・・・・目・・・ ・・・・・ ・・・ ・ ー・ ・・ .......... E. troρicalis 

B. 子袈胞子は隔膜部でくびれる。

a. 子座はほとんど表生にちかく，子袈裂は 1 子座に 10 (囲内外[1ミすぶる 1 子鍵は 33~52x5~7.5μ 。

子裂胞子は 7.5~l1 x3~41"o ユ{カリ，マンプーのみに記蝕されている。

. .E. havanc1Zsis 

b. クりに激しい病原性をもち，樹皮下に白色ないし淡玄色の忌J:Iた菌糸を生ずる 3 子翼裂は 1 子座

制ヵ γ コした種はまだ日本で採集されないもの)
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に 20~50 個を生ずるつ子裂は (3D 一 )4ヨ~50(-60) X (5 -)6~8( -9) 1-' 。 は子誕胞子は 7~9

(-13) x (3-)3.5~4.5( -5)1-' J ・・ ・・ ・・・・・・ • . .. • . . • • . • . .. .. .. .. . . • . • . .. E. parasitica 

c. 子長殻は 1 子座に 50 個内外を生ずる 子襲は 43~66x7~11μ コ 子葉胞子は (9ー )10.5~

12.5( -17)X(3.5 ー )4~4.5( -5.5)1-' J •••••••••••••••••••••••••••••••••••• E. jゆonica

d. 子誕殻は 1 子座にふつう 50 個を生ずるコ子襲は 62~73X 10~ 11μ 。 子誕Il包子は 14~18X5

~5.5μυ ・・・・・・ . • • . . • . • . . . • . . • . . . • • • . . • . . . . • . • • . . . . . • . . . • . . . . . . • . • . . . . E. macros pora 

わが国て採集された Endothi，α 属菌

1.品Idothia silluularis (P. et H. SyOOW) SHEAR et STEVENS (Text-fig. 1, Pl炙e 1: 

A , B) 

子座は樹皮に生じ，散生または群生，表面は陪燈黄色ないし溌澄黄色 (Cadmium Orange*'~Carmin 

または Naple Red)。子製殻は数回~百数十個， ふつう 10J 個内外が子座の底部に不規則に数回をなし

てならび，球形郊の直径は 200~350μ。子座の表面に孔口をひらく黒く長い顕をもち，その長さは 240~

1010μ。子襲はこん棒状ないし紡すい形でやや一万にまがり，大きさ 18~31 x 3~5.5μ 子袈胞子は新月

形または円筒形て、両端がややまるく，~色，単胞で子袋のなかに 8 個が不整にならぶ。大きさは 5.5~11

XO.7~1. 7μ ふつう 7~10X 1. 5μFpj状菌糸は生じない。

SIIEAH らの:;I~jliXをみると，この菌の子袈および子量\fIJ包子の大きさはそれぞれ 25~35x 4.5~5.5μ ， 7~11 

x 1. 5~3μ であり，著者らの子実および子奨胞子よりもやや犬きいが，他の特徴が一致するので Endothia

singularis と同定する本菌の床実資料は Table 1 にしめしたがコナラ，シイおよびクヌギはこの菌の

あたらしい寄主である。ジャガイモ寒天培養基上において菌はほぼたいらに発育し，約 1 カ月ののちには

菌識は燈黄色 (Mikado Orユロge) を呈し，商業上には 2 ， 3 の大きい柄子設を形成， それから淡黄色な

いし波黄禍色 (Salmon Orange~Brazil Red) の粘質の柄胞子塊をおしだす。

2. Endothia fluens (SCHW.) SHEAR et STEVENS (Text.fig. 2, Plate1: C, D; Plate 2: A , B) 

子座は樹皮に生じ，散生または群生，表面黄褐色 (Cadmium Yellow~Cadmium Orange) コ 柄子殻

は子øJ?;の内部に単一の，あるいは数個の不規則形の小室として生ずる。また，しばしば材のうえにも生ずる

が，その際には柄子殻子医をともなわず，一室で/J、さい。柄胞子は短干早形，単胞，無色。粘質をおびその

塊は淡黄色ないし陸黄色っ大きさ 4x1~1. 5μ 。子主建設はふつう1O~25 個が不規則にかたまって子座の

底部に生ずる 球形郊の直形は 240~出口μ 。 子座の表面に孔口をひらく黒色の葱iをもち， その長さは

240~320μ 。 子奨はこん棒状または紡すい形，無色，大きさ 3J~40X5.5~7μ。子喪1)包子は惰円形ない

し円筒形で両端はまるく，無色， 2胞，隔膜部ではくびれない。子襲のなかに B 胞子が不規則に 1~2 列

にならぶ。大きさ 6 .5~8.5 x 2.5~3. 2μ。扇状菌糸は生じない。

SHEAH らの記載によれば Endothia jluens は子嚢が 3J~4~x6~8μ，子嚢胞子が 6~10x3~4.5μ ，

ふつう 6.5~9x3~4μ の大きさであり， 著者らの菌はやや子嚢胞子の隔がせまい点をのぞいてはその記

載にきわめてよく一致する。本曹の採集資料を Table2 にしめたがプナ，ゴナラおよびアペマキはこの菌

のあたらしい寄主である cジャガイモ寒天培養基に約 1 カ月ごの菌叢は気中菌糸の発育がさかんで，菌糸は

淡怪葉色 (Cadmium Yellow~Cadmium Orange) を呈し，菌叢上に少数のノj、さい柄胞子粘塊を生ずる c

本1 RIDGWAY, R: Color standard and nomenclature. (1912) 
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3. Endothi四 havanensis BIWNER (Text-fig. 3, Plate 2: C, D) 

子座ははじめ樹皮内に生ずるが，のちほとんど表団にでる、政生または群生し表面は鮮燈黄色 (Zinc

Orange)。子製殻は子座の底部に不規則にうづまり，ふつう 10 間内外， f:J(形式↑lの直径は 290~440μ。子

座の表面に孔口をひらく県L、引をもち，到の長さは 3S0~5S0μ コ 子挺はこん棒状ないし長紡すし、形，大

きさ 45'"'"'52 x 5.5'"'"'7μ 子褒Jl包子は長楕円形ないし円筒形で両端はまるみをおびる。無色， 2胞，子繋

のなかに 8 個が不規H1Hこ 2 列にならぶ。大きさ 8.5~1l x3~3.5μ。扇状菌系は生じない

B叩KEH によればこの菌の子艇は 33~41 X5~7 .51'，子襲胞子は 7.5~9.5x3~4μ の大きさミであり，

子ggははじめ埋まっているがのちには表面にでる。著者らの菌は子裂が長いl，lX、をのぞけば Bm;);Elt の;込

載によく一致する o Eucaly�tus globulus は本菌のあたらしい寄主である ジャガイモ寒天府主主基に約 1

カ月培益した薗設は淀褐色 (Deep Chrom) でまわりは白色を呈する 菌設の中央部に小さい柄胞子の粘

塊を多数生ずる。

4. Endothia tropicalis SHEAR et STEYE!'IS (Text-fig. 4, Plate 3: A~D) 

子座は樹皮に生じ，散生または群生，表面位黄色 (Apricot Yellow~Cadmium Orange)。附子殻は子

座のなかに単一のあるいは数回の不規則形のノj、室として生ずる 3 柄胞子は短碍形，無色，単Jl泣，粘質をお

び塊では淡黄色ないし燈黄色を呈する u 大きさは 3.5~4XO.5~1μο 子説殻は子座の底部に不規則にか

たまって埋生し，ふつう 20 個内外を生ずるご1 球形部の直径は 260~5401'，子Jl1I.の表面に孔口をひらくよ込

く長い頚をもち，その長さは 550~14101' é 一子裂はこん綜状ないし長筒円形，大きさ 42~53x5.5~S.51ιc

子主活Jl国子は楕円形ないし円筒形で両端まるみをおび， J!(\色， 2 Jl包， líl;~膜却でくびれない 子裂のなかに 8

胞子が不規則に 2 列にならぶつ大きさ 8.5~12.5X3~4μ，ふつう 10~llx4μ 扇状菌糸は生じない

SHJèAH らによればこの薗の子誕は 40~50X3~4μ ， 子襲Jl包子は 7.5~10.5X3.5~5μ の大きさをも

っG 筆者らの菌は子長Jl包子がややほそ長い点をのぞけば SH.EAH らの記載した特徴によく一致し，同一菌

と同定される。本菌のj*~~資料を T旦ble3 にしめしたが，アペマキ，コナラ，シイおよびカシワはこの菌ーの

あたらしい寄主である。ジャガイモフ事実培養基上に 1 カ月培養した菌はほ色 (Mikado Orange~Orange) 

の菌設となり，表面に粘質の柄JJ包予塊を多数生ずる。

かつて151は SACしAIUJü の同定をえて Endothia radicalis (SιlI l\サ DE Nü'f. がわが国に存在するこ

とを数回にわたってのべているが， 現在この種名は SllEAH らによって Endothia fluens (SGJnr.) 

SlIEAlt et S'fl，YK'\円 とされ， そのおおくの異名のなかのひとつとなっている SAιιAI:，])O は E.

radicalis (SCII¥¥'.) De No'l'.の子襲胞子の大きさを 7~9x3μ と司載し， これは E. flums のはんい

にはいる しかし，原の主1依した E. radicalis は子裂が 4S~55X8~9μ，子奨iI包子が 10~12X3~41'で

あり ， E. flu?ns よりは大きくむしろ E_ tro戸icalis によりちかいコ筆者らはこの点をあきらかにするた

め科学問物館の小林義雄氏の好意をえて，同館に保存されてある原の採集しfたこ E. 叩dicωal仇jゐs (何SιαTlì町wに.

DE NOT. のおおくの標本をしらべたが， この標本からはすでに子襲胞子がまったくうしなわれており，

これらの疑問をあきらかにすることはできなかった。

5. Endοthia par，αsitica (MURR.) P. J. et H. W. A!'IDERSON (TexHig. 5, Plate 4: A 

~F) 

子座は樹皮に生じ，散生，群生または列生，表面黄褐色 (Cadmium Yellow~Cadmium Orange) ミ

柄子殻は子座のなかに単一の，あるいは数個の不規則形の/J、室主して生ずるが，またしばしば材のうえに直
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援子座をともなわなL、小さい一室の柄子殻を生ずる。柄胞子l土短得形，無色，単胞， *1占質をおび塊では黄

色ないし燈黄色，犬きさ 3~5.5x 0.5~1. 5μ。子奨設は子座の底部に不規則にかたまって埋生し，ふつう

20~50 (困を生ずるっ球形部の直径は 21O~410μ。子座の表面に孔口をひらく黒色の顕をもち， その長さ

は 350~1090/' 。子喪はこん俸状ないし長楕円形，大きさ 36~55X5~8.5μ，ふつう 42~50X5.5~7μc

子製脳子は惰円形， rlr;j::'-~品まるみをおびるかまたはわずかに尖がり，無色， 2 胞，成熟すれば隔膜部でくび

れるの子襲のなかに 8 間の子襲胞子が不規則 2 列にならぶつ 大きさは 7~13x3~5μ，ふつう 7~8.5x

3.5~仰。ふつう樹皮の下に淡黄白色の扇状菌糸屑を生ずる

著者らの採集資料を Table 4 にしめした。これらのなかには個々にみると大きさにかなりの変異のあ

るものがあるが，これらの菌は培養，扇状菌糸の存在，病原性などから E. 仰rasiticσ と同定されたもの

である(このことをふくめて E. ρarasitic'1 についてはのちに報告する予定である〕。 本菌の寄主にはク

りのほかナラ:jJ，1，カエデ類など 5 科 7 属 31 種がしられているが，著者らの採集した標本は Table 4 に

みられるように日本グリ，支那グリおよびその交沼種のみであったっジャガイモ寒天培養基上に 1 カ月を

へた菌叢は，ほぽたいらで澄黄色 (Cadmium Orange~Zinc Orange) を呈するが，ふちが白色を呈する

菌株もあるいふつう菌護表面に多数の小さい柄胞子の粘塊を生ずる。

6. ElIdothia japollica T. KOBAYASHr et 区. ITo (Text-fig. 6, Plate 5; A , B) 

子座は樹皮に生じ， i放生または群生， 表面黄梅色 (Ðeep Chrom~Cadmium Yellow) 。 子襲殻は子

座の底部に不規則にかたまって埋生し，ふつう 50 伺ぐらいを生ずる。球形部の山径は 280~600μ} 子

医の表面に孔口をひらく尽く長い頚をもち，その長さは 480---1390μ コ子嚢は長こん棒状ないし長惰円形，

大きさ 43~66x7~11 fL o 子褒胞子は楕円形ないし倒卵形，無色， 2 胞， 成熟すれば隔膜部で、くびれる。

子喪のなかに 8 胞子が不一環則 2列にならぶ。犬きさ 9---17x 3.5~5.5μ，ふつう 10.5~12.5X 4~4.5μp 

扇状菌糸は生じない。

寄主:さグナラ，コナラおよびクヌギ

分布:日本(本州、1)

資料: Table 6 にしめすう

IU事本菌はし、ままでに知られている種のなかでは Endothia tropicalis にもっともちかし、が，子褒お

よび子襲胞子がそれよりも大きく，子襲胞子が隔膜部でくびれるなどの点で区別される。ジャガイモ寒天培

養基において 1 カ月上~'fïをした菌叢はほぼたいらで，菌糸は燈色 (Orange~Cadmium Yellow) を呈し，

菌叢表面に少数の柄子鼓様休ができ，それから母褐色の柄胞子粘塊を生ずる。

7. ElIdothia mαcrosporαT. KOBAYASHI et K. ITO (Text-fig. 7, Plate 5; C~E) 

子座は樹皮に生じ，散生または群生，表面開登色 (Oraロge) コ柄子設は子座のなかに単一のあるいは数

個の不規則形の小室として生ずる。柄胞子は短蒋形，無色，単胞，粘質をおび，塊では黄色ないし撞色。

子嚢殻は子座の底部に不規則にかたまって埋生し，ふつう 5口組ぐらいを生ずる内球形部の直径は 340~

580μο 子座の表面に孔口をひらく黒く長い頚をもち，その長さは 790~109aμ。子嚢は長こん俸状ないし

長精円形，大きさ 62---73 x 10~ 11μc 子嚢胞子は楕円形，無色， 2 胞， 隔膜部でくびれ， 子嚢のなかに

8 個が不規則 2列にならぶ。大きさ 14~18x5~5.5μ の扇状菌糸は生じない。

寄主:シイ (22M '54，東京都品川区 小林〉

分布:日本(東京〉
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官事本菌はし、ままでに知られているどの Endothia よりも， その子褒および子嚢胞子がとびぬけ

て大きい ジャガイモ寒天培養基上で 1 カ月をへた菌設は挑白色ないし桃黄色 (Bittersweet~Pinc な

いし S3.lmon Orange) を呈し，ほぼたいらで菌叢上に 2 ， 3 の大きいがj子殺を生じ，それから制胞子の

粘塊をおしだしている。

要約

著者らはここ数年来 Endothia 属菌の採集につとめてきたが，現在までに 7 種の Endothia 菌をえた。

このうち 5 種はいままでに知られている菌で， それぞれ Endothia singularis (P. et H. SYD01\~) 

SHEAR et S'l'EVEXS , E. jluzns (S臼tw.) SHEAR et S'I'EVEX円 ， E. havanensis BnuxER, E. tro�i-

calis SllEAR et STEVJぽ日および E. �arasitica (Mul・H..) P. ]. et H. W. ANDlmRoN と同定された3

2 種のあたらしい菌は著者らによって Endothia jaþonica および E. m'1crosρora と命名された(1E式

のラテン記載文は白木和'[物病理学会報 21 巻 4 号一一印刷中 ーにのせた〕。



本邦産 Endothia 属菌について-1 (小林・伊!族J - 87 

Notes on the Genus Endothia in Japan-I. 

Species of Endothia collected in Japan. 

Takao KOllA Y.¥t'llT and Kazuo I'1'δ 

Introduction 

In the ge口uョ Endothia， eight spョcies inclu:iing thョ chestnut blight fungu3 , Endothia 

�arasitica (MUlm.) P. J. et H. W. AXDEH.f'OX , h1Ve b~en known previou31y, so far as the 

writers 己re 旦ware. 1n our country, however , a few reports on Endothi"， 戸arasitica a口d its 

alIies have been published and almost all of them have referred to the former. 

In 1916, the first record of the occurrence of Endothia pm'asitica in Jap旦n was made by 

SnEAn and S'l' m-W,R" , who examined the materials co11ected in Morioka and Nikk�. 

There1fter , BOKUHλ lJ N,\XBU\.3J and TSF.n'" n口ted the geographic distribution and p::thoｭ

genicity of th色 fungus・ HAJし\7 ， S ，" gave some notes on E. radicalis (SOT¥L) DE No'l'. 

(this fungus , recorded by him , would belo昭 to E. t仰がcalis SHEλ11 et S'1'E¥"l鏐S. Se巴

P旦ge 91). 1n 1927, KT'l"λJDL\ '0), who studied E. ρarasitica aロd two relュted species, published 

the result of a comp:Jrative work in morphology , pJ.thogenicity and physiology of them 

without any taxoロomical d色termill3.tions 0:1 the relates. 

1n recent y巴ars ， the writers have collected many specimens of Endothia inhabiting 

various kinds of bro".d-leニved trees and carried out the taxonomicユ 1 study on these m二terials.

The writers c!assified th巴m into seve口 species ， of which five were the known sp巴cies and 

two were new. It is the purpose of the present p旦per to report the mycological reviews of 

these speci白 with brief supplementary notes. 

The writers wish to express their sincere th3.nks to Mr. Rokuya I~L\Zl，Kr ， Chief of the 

Forest Protection Division, of the Government Forest Experiment St旦tion ， for his helpful 

suggestion and e口cour斗gement during the work. Th巴 ir thaロks are also extended to Mr. 

Yoshio KOIlAYASTl r, of the National Science Mus巴um， for his courtesy in examining H,\HA'S 

specimens preserved at the Museum , and to Mr. Michio NAKAGAWA for help in the preｭ

paration of the i 11 ustrations. 

Species of Endothiα 

1n various phases of research on some species of the genus Endothia established by 

FmE日 in 1849, much complic旦ted confusion was repeated by various workers until 1917 

when SllEAlt et al. published a mo口口graph of the genus引 They rearranged them into six 

species after careful studies 0口 a number of the specimens co11ected by the earlier investi. 

gators and by themselves. After the monograph was published, two other species were 

added by Bm;xEl;' and VrZIOLII. 1n Japan , there h主ve been recorded three species, E. 

戸arasitica， E. flmns , and E. radicalis rSee page 91). As mentioned above, the writers, 
however , h3.ve collected seveロ species of Endothia. Among them, five belong to know口

species , nam色ly E. singula打;s ， E. flu~ns ， E. havamnsis , E. tro�icalis and E. þarasitica, and 

the other two are new , to which the writers gave new names , Endothia japonica and E. 

macros�ora. Thus, the genu宮 Endothia contains now ten species as follows; 

Section 1. Ascospores , 1-ce11ed. 

Endothia gyrosa (SClfW.) FRIES14 •'4' 
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E , singularis (P. et H. SYDOW) SHEAR et S'1'EVEN日 2.1)

Section 2. Ascospores, 2.ce lIed. 
E. fluens (SUITw.) SHgλH et S'l'EVENS'" 

E. hava日ensis BIW:';E1l.1) 

E. Coccolobii VrzToI ,J.r'C" 

E. longirostris Eλnrぷl~.2.1) 

E. tro�icalis SHE，ui弘 et S'I'EYENS'" 

E. 戸arasitica (MUHH.) P. ]. et H. W. AXI1EHSOX1.2l 

E. ja�onica T. KOJlAYASrfI et K. 1'1'Ô 1 ヨ}

E. macrosρora T. K01JA YASHI et K. 1'1'ﾔI2) 

1n this pョper， the morphology and some ac¥ditional notes 0口 J旦panese Endothia ar邑

written in the order mentioned above. 

1. Endofhia singulαris (P. et H. SYDOW) SHEAR et STEVENS (Text-fig. 1, Plat邑 1: A 

and B) 

Stromata corticular , scattered or gregarious , reddish yellow to reddish brown (Cadmium 

Orange*1 to Carmine or Naple Red); perithecia a few to m叩y， usually 10D or more , 

irregularly arranged i口 sev巴rョ 1 layers in the lower portion of the stroma , 200~350μin 

diam. , with black slender necks which pe口etrate the stroma with 240~10101.L length and 

open conical ostioles as papi 11羽; asci subciavate or fusoid , slightly curved , 18~31 x 3~ 

5.5μin size; ascospores unicellular, hyョline ， cylindric or crescent , 5.5~llx 0.7~1.7μ ， 

mostly 7~10x 1.5 /.L, in size; mycelial fans abヨ刊仁 New to ]apan. 
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Text-fig. 1. Endothia singularis (P. et H. SYDOW) Sn J叫 H et S'I'J鏃ENS 

a: Asci and ascospores b: Ascospores c: Germinating ascospores (1一一'=10μ 〉

Host: Cut end of branches and dead tru叫王s; Shiia 8iebordii MAIUNO判 (Shii) , 
Quercus glandulifera BL. (Ko・nara) ， Q. 日cutissima .CARR. (Kunugi) , Q. gambelii NT'l'A LL. , 

Q. leþtoρhylla RYDB. , Q. nitescens RYDl J. , Q. utahensis RYDB. and Q. ρungen沼・

Distribution: America and ]apan (in T且ble 1) 

*1 Ridgway , R.: Color stand旦rd and nomenclature, (1912). 
判 Host in Gothic is listed as a new host in the present paper. 



本邦産 Endothia 属菌について-1 (小林・伊藤〕

No. of 
speclmens Host 

Table 1. Materials of Endothia singularis 

ES-] 

ES-2 

ES-3 

ES-4 

ES-5 

ES-6 

ES-7 

Querclts glandulif era BL. (Ko-nara) 

Shiia Siebordii MAKIXO (Shii) 

ク'

。 • glandulif era Br.. (Ko-nara) 

'/ 

ふ'

Q. acutissima C¥ H 日. (Ku口ugi)

1nagi , Tokyo 
Meguro , Tokyo 

- 89 ー

Locality Date of 
collection 

グ

31/V '53 

9/X '53 

13/X '53 

19/1¥-'54 

4/V '56 

4/¥'[ '56 

Machida , Tokyo 

Misawa, Saitama Pref. 

Takai , N昌gano Pref. 

" '/ 

Notes: 1n cornp訂ison with the original description by SUE.¥R et S'l'EVEKS, asci and 

ascospores of the writers' fungus are somewhョt sm3.11er th:m their fungus which h3.s asci 

and ascospores of 25~35 x 4.5~5.5μand 7~llx1.5~3μin size, resp巴ctively_ But the other 

char呂cteristics quite agree with the description and , differences in size seem not so large 

as to separate them into different species. One rnonth old cultures 0口 potato-sucrose agar 

are flat and yellowish orヨ口ge (Milnd口 Ora口ge) iロ color , producing a few large viscosious 

conidial mヨss巴s of Salmon Orang邑 to Brazil Red color. 

2_ Endothia fluens (SCHW・) SHEAR et STEVENS (Text-fig. 2, Plate1: C and D, and 
Plate 2: A 司nd B) 

Strornata corticular, scョttered or gregari- a 
ous , yellowish brown (Cョdmillm Yellow to 

Cadmium Orange); perithecia a few to rnany , 

usually 10 to 25 , irregularly embedded in the 

lower portion of the stroma , 240~350μ111 

diam. , with black slender necks; necks 240~ 

3201' in length , ope口ing co~ical ostioles at the 

surfac巴 of the strom3.; asci clavate to fusoid , 

30~40X5.5~7μin size ; ascospores irregularly 

biseriate, elliptic or cylindric , rounded at 

each end, hy旦line ， 2-celled, not c口nstricted

at septa , 6_5~8.5X 2.5~3.2μin size; pycnidia 

simple or more or less complex , irregularly 

charnbered in the stromョ and oft巴口 app巴ar

on the woo:i as a simple srn3.11 pyc口idia

without strom3.; pycnospores cylindric or rod-

L-ー『ーー」
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Text-fig. 2. Endothia fluens (SιJTW.) 

SIIEλn et S'J' ,"V EXR 
shaped, hy且line ， continuouぉ viscosiollヨ， 4x 1 a: Asci and aSC03pores b: Ascospor巴s
~1.5μin size , and p宜le yellowish in rnass; c: Germim.ting ascospores d: Pycnospores 

rnycelial f呂田油田口仁 (一一 =10μ〕

Host: Cut end of branches and stumps , and bark of dead trees; Fagus japonicαMAX_ 

(Buna) , Quercus glandulifera BL. (Ko-nara) , Q. variabilis BL (Abernaki) , Q. alba L. , Q. 

coccinea MUE::\CI-I., Q. marylandica MUlèXCH. , Q_ρrinus L. , Q_ n�a L., Q. velutina L‘ト

ì\IARCK, Q_ jうedunculata EHRH. , Castan::a dentata BORKH. , C. sativ2 GAEWJ'X. , Alnus glutinosa 

GAERTX. , Ulmus c仰zþestris S){. , Caゆinus betulus L., Corylus sp_ and Slziia sp. 

Distribution: AmeriC3., England, France, Germ呂ny， Switzerland, Italy, Transcaucasia 
呂nd Japa口 (Table 2)_ 
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Table 2. Materials of E町lothia f luens 

No.of 
speclmens 

EFー l

EF-2 

EF-3 

Host 

Fagus jaρ0阿ica MAX. (Bun旦〕

Quercus glandulif era BL. (Ko.n3ra) 

Q. variahilis Br.. (Abemョki)

Locality 

Meguro , Tokyo 

Machid:l, Tokyo 

Meguro , Tokyo 

Date of 
collection 

13/X '53 

I !9/rv '54 

26/¥111 '54 

Notes: Thεse morphologicョ 1 ch3.racters quite 己gree with the SHEAH. et al's description 

except that the writers' fuロgus h3.呂 田mewh?t narrower ascospores. According to them the 

width of ascospores of the pres己口t sp己cies ニre 3~4.5μ. 1ロ 0口巴 month old culture 0ロ potュto・

sucrose ag3.r the mycelium h::>.s pale yellowish orange (Cadmium Yellow to C三dmium Orange) 

color with abundant aeriョ 1 hyphae , and produces a few sm3.11 pycnidi旦 from which viscosious 

a 

」一一一一一J

6QB):} 

ミ??h

Text.fig. 3. Endothia havanensis BnuxEH 

conidial masses are pushed out. 

3. Endothia hαvanellsis BHU. 

NER (Text.fig. 3, Plate 2: C and 

D) 

Stromョta corticular, embedded 

when young and then erumpent, 

dark onnge (Zinc Orange) 0口 the

5Urfュce; perithecia irregularly em. 

bedd号d iロ th巴 lower portion of th号

stroma, 290~440μi口 diam.; necks 

black, slend告r and open co口ical

ostioles as pョpillae through the 

stroma with 380~580μlength; asci 

subclavate or oblong.fusoid, 45~52 

x5.5~7μin size; ascospores irre. 

a: Asci and ascospores b: Ascospores gularly biseriate, oblong.elliptic or 

c: Germinating ascospores (一一 =10μ) cylindric, rounded at the ends, 

hy旦line ， 2.celled, 8.5~11 x 3~3.5μi口 siz号; mycelial fans abs邑nt. N邑w to ]apan. 

Host: Eucalypfus globulus LAB. E. occidentalis EXDT,., E. botryoides S:\L , E. rostrata 

SCI-Ir,ECH'l'. , E. microρhylla WU,LD. , E. robusta SM. , Persea gratissima GAE町、X. f., Mangi. 

fera indica L. and Sρondias 附O例bin L. 

Distribution: H旦va口a ， Cuba and ]apan. 

MateriaJ: On dead bark of Eucaly戸tus globulus , Meguro , Tokyo, ]apan, Oct. 20, 1954. 

Notes: According to B n.UNl汀1" the stromata of the prese口t species are innate and then 

erumpent, and asci and ascospores are 33~41 x 5~7.5μand 8.5~ 11 x 3~3.5μin size , re申告c.

tively. In ]ap:m色se funguヨ己sci are a little lOClg邑r ， but other clnracteristics quitε 旦gree

with the originヨ 1 description. 0口巴 month old culture on potato.sucrose agar is orangε(Deep 

Chrome) colored with white margi口 and bears small conidial m旦sses at the central portion. 

4. 1加lothia tropicalis SHEAR et STEVENS (Text-fig. 4, Plate 3: A~D) 

Strom3.ta corticular , sC3.ttered or gregarioU3, yellowish orange (Apricot Yellow to 

Cad凶um Or乳時己) colored 0口 the surface; p巴ritheci司 a few to many，町田lIy 2;) or more, 

irregularly emb巴dded in the lower portio日 of the strom丸 260~540μi口 diam. ， with black 

slender ne舖; necks 560~1410μi口 length ， opaning coロical ostioles at the suτface of the 
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stroma; asci clavate or oblongｭ

e l1 iptic, 42~53 x 5.5~S.5μi口 Slze;

ascospores irregularly biseriョte ，

elliptic or cylindric, rou九d号d at 

each end, 2・celled ， not constricted 

at septa, S.5~12.5 x 3~4μ ， mostly 

10~l1 x4μiロ size; pycnidia simple 

or more or less complex, irregularly 

chambered in the stroma; pycnos 

pores cylindric or rod'shaped , 

hyaline, viscosious, pale yellowish 

or yel10wish brown in mass, 3 .5~4 

xO.5~1μin size; mycelial fans 

absent. New to Japan. 

Host: Bark of dead trees , cut 

end of branches and exposed roots; 

Shiiα Siebordii MAIHNO (Shii) , 

QuerCllS IJari日bilis BL (Abemaki) , 

Q. glαndulifera BL (Ko・n:::n) , Q. 

dentata TnuMB. (Kashiwュ) and 

Elaeocarpus glandulifera. 

a 

~/O，"'O 
d i 0 1 

。""0ノJ '-一一一ーー」
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¥ ~ ""e, 

0、 8-_"_1汐

Text-fig.4. Endothia tropicalis SllEAg et S'l'EVE);S 

a: Asci and ascospores b: Asc口spores

c: Germin'l.ting ascospores d: Pycnospores 

(一一 =10μ)

Distribution: Ceylon and J且p:m (Tabble 3). 

Table 3. Mョteri::ds of Endothia troρicalis 

No.of 
Host Lonlity Date of 

speclmens collectioロ

ET-l Quercus variabilis BL ・ (Abemaki) Seto , Aichi Pref. 22/X '53 

ET-2 Shiia Siebordii Mλ1(r"o (Shii) Inagi , Tokyo 2/沼1 '53 

ET-3 Q. glandulif era Br,_ (Ko-nユra) U告白0 ， Chib旦 Pref. 14/¥l '54 

ET-4 /f Koロitah::~r旦， Chiba Pref. 14/H '54 

ET-5 Q. dentafa T,IDm. (Kashiwa) Minami-mュki ， NaganoPref. 16/X '55 

ET-6 Q. glandulifera Br.. (Ko.nara) Mt , Otome , Shizuoka Pref. 14/ V '56 

Notes: The writers' fungus h'l.s somewh::.t wider asci and longer ascospores than the 

original which was measured respectively as 40~50x 7μon 舖ci and 7 .5~10.5 x 3.5~5μon 

ascospores , but these differences are in a specific range so that they ニre cl司ssified 己s the 

same as E. troPicalis. One month old culture on potato.sucrose 2.gar is orange (Mik旦do

Orange to Orange) colored and viscosious conidial mョsses are irreguhrly produced on the 

surface of the colony. 

HARA""" recorded the occurrence of E. radicalis (SCH1¥.) DE No'l'. from Jap之江 O司

several occasio口s ， based on SACCARDO'S 呂greement. The name , however, is usm!11y regョrded

as a synonym of E. fluens (SCHW.) SHEAR et STEYE"S"'. According to SACC"lIlDOH ' , the 

size of ascospores of E. radictzlis seロse SλCCARDO is 7~gx3μ ， which is similar to E. 

fluens , whereas HARA recorded his E. radicalis as follows: 48~55 x S ，._;gμ0白 asci and 10~ 

12x3~4μoロ ascospores. This shows th'l.t the fungus should be referred to as E. troρicalis 

rather th主n E. flums. FO� the purpose of settling this question the writers ex:'.mined 

' 
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Text-fig_ 5- Endothia βarasitica (MURH_) P_ Jｭ

et H_ W_ A1¥DEFSON 

a: Asci and ascospores b: Ascospores 

c: Germinating ascospores d: Pycnospores 

e: Germinating pycnospores (--, = 10μ) 

HAHA's specime日s preserved 旦t the 

Natio口al Science 乱1useum of ]apan , 
but conld not find any spores 

bec3.use of empty perithecia of the 

speclmens_ 

5_ Endothiapαrasitica( MUlm_) 

P. J. et H. W. ANDERsoN(Textｭ

fig. 5 , Plate 4: A~F) 

Stromata usually corticular, 

sC3.ttered on the smoothy bark and 

often confluent 0ロ the old bark , 

yellbwish to brownish orange (Cadｭ

mium Yellow to Cadl1lium Orange) 

colored; perithecia a few to m 'l.ny , 

usually 21 to 50 , irregularly embeｭ

dded in the lower portion of the 

stroma, 210~410μiロ diam. ， with 

black slender necks which penetrate 

the stroma with 360~1090μlength 

己nd ope日 conical o3tioles at the 

surface of the stroma; asci subｭ

clavate or oblong-elliptic, 36~55x 

5~8.5μ ， mostly 42~50x 5.5~7μ; 

司scospores elliptic, rounded or 

slightly acurate at the ends , hya-

line, 2-celled, constricted at septum when mature , 7~14x 3~5μ ， mostly 7~8.5x 3.5~仰;

pycnidi旦 simple or more or less complex, irreglllarly chヨl1lbered in the strOl1l::! ; pycnospores 

bacilloid. or rod-shaped , hyaline, II口icellular ， viscosiou~ ， pale yellowish to yellowish orange 

in m旦ss， 3~5.5x 0.5~1.5μ;μle yellowish colored l1lycelial fans are llsllally formed under 

the bark. 

Host: Castanea dentata BORKl-l., C. sativa MII, L. , C. crenata S. et Z. , C. mollissima 

BL. , C. henryi RElf]). et WJLP. , C_ seguinii }玉川山， C. ozarkensis A胃HE ， C. pumila 乱1n， r，_，

C. alabammsis APHE , C. alnifolia NV 'rT. , C. floridana (SX1¥G.) ASHE , C. margar官tta A f'HE , 

Castano戸'sis chrysoρhylla DE CA:\Il_, Quercus alba L. , Q. cocci日~a MUENCI-I., Q. ilex L. , Q. 

ρetraea (MA1"1'.) L. et L., Q_ 戸edunculata ErIlm. , Q. prinus L. , Q. 仰bescens WILL. , Q. 

robur L., Q. ru!Jra L. , Q. sessilif olia S)[. , Q. stellata W AJ\ G. , Q. velutina LA~[' ， Acer 

戸almatum TI 1U~m. ， A. saccaru刑 MA H.RJT ， A. rubrum L. , C1rya ouata K. Kりcn ， Rhus tyρhina 

L. and Ostrya virginiana KOCH. 

Distribution: Americョ， Canada , It司ly ， France, Switzerland, Spaiロ， Portugal, Yugoslavia , 

Indh , Chi口ヨ， Korea and Jav-，-口.

Materials: Collections iロ ollr cou司try are show ‘1 1 日 T呂ble 4. 

Notes: Some mョterials amo口g the specim巴ns glve日 in Table 4 , h3.ve considerable 

variation in size of asci and ascosp :Jres , but they are identified with the prese日t species 

by the presence of mycelhl fan , cultllral characters , the p三thogenicity on chestnut and 
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M~èterials of Endothia �arasitica 1'able 4. 
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EP-3 
EP-4 
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EP-l0 

18/1X '53 
// 

// 

// 
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1'surukawa , 1'okyo 
// 

'/ 

," 

// 

Sekino.w旦se
Gosha 
Gan・ne

Shimo.Katsugi 
グ

ゲ
グ
伊
グ
グ

EPー11
EP-12 
EP-13 
EP-14 
EP←ー 15

Yokohama , Kanagawa Pref.: 28(IX '53 
ググ

ググ

グ l グ

Kaw呂saki Kanagaw品 PIef.| グ

Akanuma , Saitama Pref. , 16(X '53 
//グ

ググ
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ググ
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Date of 
I collectioπ 

Yamazaki , Hyogo Pref. ! 

Akanuma , Saitama Pref. i 
Inagi , 1'okyo 

Minakami , Shizuoka Pref.j 

Meguro , 1'okyo 

グ
グ
グ
グ
グ

EP-36 I 
EP-37 
EP-38 
EP-39 
EP-40 

// 

グ

19(1V '54 
14(¥[ '54 
23(¥1 '54 
7(lm '54 
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Machida, 1'okyo 
Ueno, Chiba Pref. 

Meguro , 1'okyo 
Higashine, Yamagata Pref. 
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C. mollissim.1 BL. 
C. cγenata S. et Z. 

�/ 

C. mollissima Br.. 
C. cγenata S. et Z. 

EP-41 
EP-42 
EP-43 
EP • -44 
EP-45 
EP-~6 

1) F , hybrid of Chinesεch&stnut x ]apanese chestnut, but det旦iled data were not 

preserved. 

Shiba is generall calling to wild species of ]apanese chestnut. 2) 

others*'. 1ロ one month old cultures on potato-sucrose agar the fungous colonies are flat , 

yellowish orange (Cadmium Orange to Zinc Orange) colored with whitish m'1rgin and 

1lsually produce numerous conidiェ1m羽田s.

Details on the preseロt fungus will b巴 reported in the future. キ1
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Text.fig. 6. Endothia japoni:1 T. K()nλYASJrr 

et K. l'J'�. 

a: Asci 二口d ascospores b: Ascospores 

c: Germin:lting ascospores (←ー:=10μ)

myceli30l f旦ns abs巴nts.

6. Endofhi日 japonica T. Ko・

BAYASIH et K. ITﾔ*' (Text-fig. 6, 

Plate 5: A and B) 

Stromata corticular, scattered 

or gregarious, yelIowish orange 

(Deep Chrome to Cュdmium YelIow) 

colored on the surf斗ce; perithecia a 

few to many, usu呈lly 50 or more, 

irregul3.rly embedded in the lower 

portion of the stroma, 280~6DD/' in 

diam. , with bLick slender necks; 

necks are 480~1390μi口 leロgth and 

ope日 co口ical ostioles at the surface 

of the stroma; asci subclav30te or 

oblo口g-e lI iptic ， 43~66x7~1lμ; asｭ

cospores irregul旦rly biseri30te or 

r30rely uniseri 3ote，巴lliptic or oboｭ

void , hyaline , 2-cell巴d ， co口stricted

30t sept30 when m主ture ， 9~17 x 3_5~ 

5.5μ ， mostly 10.5~12.5x 4~4.5μ; 

Host: Cut end of branches 30nd bark of de:ld trees; QU靡cus grosseserrata Br.. (Mizu司

n3or3o) , Q. glandulifera BL. (Ko-mn) 叩d Q_ acutissima CAHll. (Kunugi). 

Distribution: Jυpユロ (Honsh�) (T3oble 5) 

T30ble 5. MaterLils of Eηdothia ja戸ollÎca

No.of I 

specl立lens:
Host 

EJ-1 IQuercus grosscse何百tαB r.・ (Mizu-nara)

EJ-2 

EJ-3 

EJ-4 

EJ-5 

EJ-6 

EJ-7 

EJ-8 

EJ-9 

EJ一10 1

EJ一11 1 

'/ 

グ

グ

グ

Q・ glalldulifera BL. (Koーロara)

/./ 

Q. grosseserr・ata BL. (Mizu-nara) 

'/ 

Q. acutissima CARR. (Kunugi) 

Locality 

Meguro, Tokyo 

D30te of 
colIection 

19/V'54 

Mt. Ot3oke , Tokyo 23/V '54 

Mt. Tog昌kushi ， N30g呂田 Pref. 18/V!1 '54 

, Higashine, Y3omagat:J. Pref. 6/\田 '54

Mt.Z3oδ ， Yam30gat旦 Pr巴f. 71¥m '54 

Narus旦wa ， Yaman30shi Pref. 23/1'�. '54 

Kanδ， N司g3ono Pref. 24/x '54 

Hinoh 3oru, Yam30nashi Pref. 19/1¥' '55 

Akasawa, Nagal10 Pref. 11/x '55 

Wada , Nag3ono Pref. 13/x '55 

T旦kai ， Nagョno Pref. 4/n '56 

N otes: The present species is very near in type to Endothia troPicalis among the 

alre30dy known species. 1n E. troPicalis , asci are 40~50x7v and ascospores are 7.5~10.5x 

3.5~5μ ， mostly 8~lO x 4~4.5μ ， whereas the writers' fungus has longer 丘sci 旦口d ascospores 

than th己 lユ tter as mentioned above, distinguishing both sufficiently to classify them into 

キ The Latin di3ognosis was described in An口. Phytop3oth. Soc. Japan , 21 (4) , (1956). 
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differ巴nt species. 恥10reover， ascospores of the present fu日guヨユre cO:lstantly constricted 旦t

septul11 w he口 mature. 1口 O司e month old culture 0ロ pot司to-sucrose agar the fungus grows 

fl.J.tly and has yellowish onnge (Orange to Cadmium Yellow) colored mycelium , on which 

a few pycnidial bodies are produced. 

7. Endothia macrospora T. KO゚AYARIII et K. ITo*1 (Text-fig. 7 , Plate 日: C. E) 

Stromata corticuLr, 

scattered or gregヨrious ，

Orange colored on the 

surface; perithecia a few 

to m:my, usually 50 or 

more, irregularly embeｭ

dded in the lower portion 

of the stroma, 340~580μ 

in diコ111. ， with black 

sle[lder necks which peｭ

netrate the stronn with 

790~1090/' length and 

open conical ostioles at 

the surfュce of the strol11:¥ ; 

旦sci oblong-subcbvate to 

oblong.elliptic, 62~73 x 

1O~1lμ; ascospores irreｭ

gularly biseriate, elliptic, 

hyaline, 2-celled, coロー

stricted at septa , 14~13 

x5~5.5μ; pycnidia simｭ

ple or more or 1巴ss comｭ

plex, irregubrly chョm

bered i 口 the stroma; 
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Text-fig. 7. Endothia nl.lcrosρ01'" T. KOBλYA f'1 1I et K. lTδ. 

a: Asci 旦nd ascospores b: Ascospores 

c: Germinating 己scospores d: Pycnospores. 

(一一二 10μ)

Summary 

pycnospores rod-shaped , unicellular, hy斗 liロe ， visco::;iouち 3.5~1.5x O.7~1.1μpょle yellow in 

m'lss; myce!ial fan abs巴I1t.

Host: 011 th巴 b3rk of dead Shiia Sicbo打lii MλKI:\O (Shinagawa, Tokyo, ]u'1e 22 , 1954). 

Distribution: ]己paη(Tokyo).

Notes: In this species 旦sci 江区:1 ascospores 旦re far larger th8.n those of all the other 

specie孟 of the genuιOl1e mO'1th old cultures 0, potato-sucrose ュgar are fht aロd hょve

pinkish yellow (Bitterswee: or Pil1k to S3.1mo日 Orange) colored mycelium , on which the 

viscosious coロidiユ1 m3.sses are puヨhed out from a few 1ぇrge pycnidia. 

The writers collect巴d seven spεcies of Endothi_l iロ ]2p 3.n ユnd described their mycologiｭ

cal review with supplementary notes. Five of them 己re hither:o lmowロ species ， namely 

Endothia singularis (P. et H. SVD01Y) SHEλrr et STEYEXS , E. fluer.s (Scnw.) SHEMl et 

STl;;VEXR, E. havanensis Bm:xm:, E. troPicalis SnE.¥lt et S']'JつγEXS and E. par，仰tica (Mnm.) 

*l Th邑 Latiロ di;:gnosis w三百 describョd in Ann. Phytop三th. Soc. ]apニn， 21 (4) , (195:3). 
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P. ]. et H. W. AKllEHSON , and the other two are introduced under the name of Endothia 

jaρonica and E. 附zcrosþora by the writers, respectively. 

Laboratory of Forest Pathology, 
Forest Protection Division, 

Government Forest Experiment Station, 

Meguro , Tokyo, ]apan. 
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Explanation of plates 

ド bte 1. A ,md B: Endolhia singularis CP. et II. SYIJOWI SII)<;λH et S'I'I':\')<;\; メ

A: Stromat:tけn the cut end "f the hranch ()f Qlf :,rCi ls g!anr!lf!ifi'ra BI ，・ Xl.2 ，

B: Perithecia X 2.1:). 

C and D: Endolhia fllle1iS (日じ 11\\'. I SIII':,\II et S'I'I.:\'I'::-' メ

じ:日t:rol11司t:l on the stUIl1j) (Jf Qlfe打 115 glaJldll!if('Y({ X 1, 

D: Sporehorns on Q. V lriabilis Br，・ x 1.

Phte 2. A and B: Endothiα flllμn5 (continued) 

A: Peritheci ョ X 210 , B: Pycnidia X 310. 

Ca口d D: Endothia h'l v.1n川sis BHU:¥EIt 

C: Strom'3.ta 0ηthe b'1rk of de01d Eucalyρus globulus BλB. X 1, D: Perithecia x 2-l0. 

Plate 3. Endotlzia troρica!is SlIEAJ( et S'l'E¥'EXfl 

A: Strom.¥ta 0司 the de:.td bnnch of Qucrcus v.1riabilis x 1ふ B: Strom且t:\ 0九 the dead 

bark of Slziia Siebordii Mλ1ζrx() X 1.5 , C: Strol11at旦 0日 the exposed roots of Q. glωullflifera 

X 1.2 , D: Perithecia X 240. 

Plate 4. Endothia 如何'sitic'1 (MU!m.) P. ]. et H. W. AX])jmsox 

A: Stromヨta on the stem of 2'ye3.r-old tree of Castanea crenョta Sn:n_ et Zuιι. (Sekino-

wぉe) x 1, B: Stro!Tl1ta 0ロ the de3.d tru日k of C. mollissimョ BL. (Hinoharu) x 1.5 

C: Myc竺 lial f:ms formed under the b3.rk of C. crell'lt'1 (wild species) x 2, 

hor口s 0口 C. crenata (Kapp3.) X 2, E: Perith巴ciユ X 2 !O, F: Pycnidia x 310_ 

Plate 5. A 乱nd B: Endothia ja戸onica T. KOllλYA円rn et K_ h� 

A: Stromata on Qu?rcus grosseserrata Br.. X 1.5 , B: Perith今ci旦 x 180_ 

C-E: Endothia m.lcrosρora T. KonλYλ f'llf et K. 1'1'� 

D: Spore-

C: Stromヨta on d巴ad trunk of Shiia Siebordii x 1.5, D: Sporehor口s 0口 S. Siebordii x 2, 

E: Peritheciョ X180.
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